
研究・活動報告書 

 

①研究・活動題目 

暑熱環境下での移動中に道路から受ける輻射熱の身体的影響低減策の開発 

 

②キーワード 

 暑熱環境、突発的猛暑、輻射熱、アスファルト、都内の観光地（浅草、巣鴨）、地表温度低下 

 

③研究・活動成果 

 実施者が所有する、サーモグラフィカメラ、風速計、WBGT計を持参し、下記のスケジュールで東京の

代表的観光地である「巣鴨・地蔵通り商店街周辺」および「浅草・浅草寺周辺」の観察実験を行った。 

・2022年7月23日（土）巣鴨・地蔵通り商店街周辺 

・2022年7月30日（土）浅草・浅草寺周辺 

＜巣鴨・地蔵通り商店街での実地踏査（2022.7.23）＞ 

午前8時30分の段階で、WBGT28.2℃、気温28.7℃、風速0.12m/s、地表温度45.0℃であった。最高

気温は11:30に観測した43.9℃であり、最も地表からの輻射熱が高温となったのは12:45の66.8℃であっ

た（表１）。この日、熱中症アラートは発令されていない日であったが、猛暑日であった。写真に示したよ

うに、土曜日と言うこともあり、買い物客で賑わっていた。人物タイプ別に、約 50 メートル程度の区間

（門からそば店までの約50メートル）の走行スピードを比較したところ、下記の様であった。 

①自転車の男性      7秒 

②4人ファミリー    30秒 

③ベビーカーを押す女性 32秒 

④松葉杖の男性     44秒 

⑤中年女性       25秒 

⑥高齢女性       1分15秒 

巣鴨には実際に高齢の買い物客が多いが、この層の方は移動に時間を要するため、地表からの輻射熱の

影響を特に受けていた。翌 24日（実験 2日目）には、定点観測ではなく、同時刻において、場所による

温度の差がないかの検証を試みた。これについては、特徴は見られなかった（どこで計測しても WBGT

値等に大きな差は無い）。 

表１．巣鴨・地蔵通り商店街入口における定点観測（2022.7.23） 

 

時間 WBGT 気温 風速 地表温度
8:30 28.2 28.7 0.12 45.0
8:45 28.6 32.0 0.15 43.3
9:00 31.6 35.3 0.17 45.7
9:15 30.1 33.4 0.20 51.0
9:30 32.0 36.3 0.17 55.3
9:45 31.4 36.7 0.20 54.3
10:00 29.2 33.1 0.18 49.9
10:15 30.3 35.7 0.17 51.2
10:30 31.6 37.9 0.21 55.5
10:45 30.9 37.8 0.16 55.6
11:00 33.5 42.7 0.15 61.5
11:15 30.1 39.4 0.18 58.5
11:30 33.3 43.9 0.15 61.8
11:45 34.3 44.1 0.25 65.2
12:00 33.3 41.1 0.56 66.3
12:15 34.0 40.9 0.63 61.6
12:30 30.9 38.7 2.72 61.3
12:45 34.0 43.0 2.93 66.8
13:00 34.0 41.6 1.80 65.0



 また、下記の写真のように、この商店街の道路は、新しいところと古いところが混在している上に、黒

アスファルトで補強されている部分が多いため、地表に蓄熱しやすい状況が生じていた。後述する浅草寺

の参道商店街と比べてみても、道路の色による影響が示唆された。 

  

写真１．巣鴨商店街①             写真２．巣鴨商店街② 

  

   写真３．申請者による計測の様子           写真４．巣鴨商店街③ 

 

 

＜浅草・浅草寺参道での実地踏査（2022.7.30）＞ 

午前8時30分の段階で、WBGT30.8℃、気温34.8℃、風速0.15m/s、地表温度45.1℃であった。最高

気温は12:15に観測した42.7℃であり、最も地表からの輻射熱が高温となったのは12:00の55.4℃であっ

た（表１）。 

この日も熱中症アラートは発令されていない日だったが、計測開始時点のデータを見ると、巣鴨実験に

比べて浅草での気温データの方が高いが、地表温度は巣鴨の方が概ね10度以上高い。 

この原因としては、やはり「道路の色」が考えられる。浅草寺参道は白色系で整備されているため、熱

吸収が少なく、輻射熱が低減されているものと思われる。参道での定点観測地点を離れて、黒系道路ある

いはアスファルトの計測を試みたところ、60℃を超える高温となっていたことからもそう考えられる。 

巣鴨実験の際と同様に、一定距離（約 20 メートル）の移動時間を観察したところ、下記のようであっ

た。 

①杖を突く高齢男性   45秒 

②幼児を連れた家族   18秒 

③中年の夫婦      16秒 

④若い男性       11秒 

翌 31日（実験 2日目）には、定点観測ではなく、同時刻において、場所による温度の差がないかの検

証を試みた。これについては、特徴は見られなかった（どこで計測してもWBGT値等に大きな差は無い）。 



表２．浅草・浅草寺参道での定点観測（2022.7.30） 

 

 

    

写真５．浅草寺周辺①               写真６．浅草寺周辺② 

      

写真７．浅草寺周辺③                 写真８．浅草寺周辺④ 

時間 WBGT 気温 風速 地表温度
8:30 30.8 34.8 0.15 45.1
8:45 30.3 35.0 0.14 40.0
9:00 30.0 34.2 0.78 37.8
9:15 29.5 34.4 0.32 38.5
9:30 29.3 33.4 0.56 38.4
9:45 30.5 34.7 0.80 39.4
10:00 29.2 32.2 0.74 35.2
10:15 32.1 36.7 0.47 44.6
10:30 30.8 35.6 0.31 46.9
10:45 31.2 36.4 0.40 42.3
11:00 33.0 37.4 0.32 50.5
11:15 30.8 36.6 0.64 42.0
11:30 32.6 38.9 1.75 46.1
11:45 32.4 39.3 0.80 50.7
12:00 34.1 41.2 0.30 55.4
12:15 34.4 42.7 0.17 53.8
12:30 34.2 41.2 1.81 53.1
12:45 33.1 38.1 1.46 52.3
13:00 33.6 39.2 0.88 54.1



＜暑熱環境下において輻射熱を低減できる散策路（道路表面温度低減）開発のための検証＞ 

①様々なタイプの路面素材を用いた検証（2022年8月7日） 

 申請者の所属先である武蔵野美術大学の駐車場（東京都小平市）において、21種類の路面素材（石）を

用いて、8:30～16:00までの間、30分おきに計測した。写真９は検証に用いた素材で、表３は測定期間の

環境データである。 

                         表３．アスファルト表面温度（2022年8月7日） 

  

写真９．検証に用いた素材 

 

写真１０．検証開始時の表面温度は一定 

    

写真１１．開始後30分（9:00）  写真１２．開始歩2時間（10:30） 写真１３．開始後3時間（11:30） 

時間 WBGT 気温 風速 地表温度
8:30 27.4 28.1 0.26 35.3
9:00 27.3 27.3 0.18 37.0
9:30 28.7 29.2 0.77 37.4
10:00 28.6 31.2 0.82 42.6
10:30 30.5 32.6 0.52 45.0
11:00 29.9 30.1 1.01 42.6
11:30 29.3 31.1 0.88 44.4
12:00 33.2 33.3 0.21 48.1
12:30 30.1 31.1 0.83 50.7
13:00 31.7 33.4 1.04 53.3
13:30 32.0 35.8 0.42 54.5
14:00 30.3 35.2 0.30 53.3
14:30 32.4 37.2 0.32 49.4
15:00 30.2 36.1 0.38 50.7
15:30 29.1 33.9 0.28 45.4
16:00 29.2 34.2 0.22 45.4



 この結果を見ると、白や黄色など薄い色が極めて低い温度に抑えられていることがわかる。グレーなど、

アスファルトよりも薄い色でも、黒系や赤系は短時間で高温となっていた。 

 

②様々なシート素材を用いた検証（2022年9月6日） 

 巣鴨および浅草での検証、ならびに様々なタイプの路面素材での検証を踏まえると、散策路は白系にす

ることが猛暑時には望ましい。大規模工事による整備をしなくても、夏期の猛暑下において輻射熱を低減

できるシートを開発するために、幾つかの素材を用いた検証を試みた。PVC素材、ポリプロピレン素材（網

タイプ、タイルカーペットタイプ）、人工芝マット、遮熱目隠しシート、などである。 

表4．2022年9月6日の実験環境 

 

   

  
写真１４．実験開始30分後における各素材の状況 

まとめ 

 白系の路面は直射日光による熱吸収の影響受け難い。シート状のものを覆うだけでも効果があり、打ち

水などすることで、輻射熱を格段に低減させる可能性が期待できる。素材の薄さ厚さに関係なく、色が重

要である。アスファルトの上から白の塗装をすることでも大いに効果が期待される。近年みられる突発的

な猛暑から健康を守るためにも、「色」に着目した道路整備や街づくりが重要ではないか。 

時間 WBGT 気温 風速
11:00 32.2 36.0 0.89
11:15 32.2 38.0 0.33
11:30 32.1 36.6 0.43
11:45 32.8 38.3 0.77
12:00 30.1 35.7 1.88
12:15 30.7 35.8 1.05
12:30 31.1 34.9 1.03
12:45 30.8 36.1 1.12
13:00 31.2 35.9 0.54


